
0とう・
'イ

高

"家
。観光

を/
′
,

〉,`″,
レヽ ●、,

、議r  匝コ
j株喘X猟休日幕許」饂」`

20,117

恙国高知 幕ホ鮭話博PR
その他ステージイベント&PR
緬発見 !よ佐の自ヨー十一

よ佐洒のPRコー十一

お余もと油選会

【口崎〕率由29年2N?口 (水 )
争陰6餞～

〔会場〕ザ ク●ウ
〔会黄〕6,00(
※歯蓼は螢要とな0掘合がどざU
※ビス渇:2つさまもではチケット
※ど蟻ス曖のチケットのユリ戻t

領 収 書

様

金 62⊇ 00円也

上記金額領収致しました°

2017年 '月 ′ 日   備罰戸
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発
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前

田
泰
祐
氏

旭
日
双
光
章
受
章
記
念
祝
賀
会

の
ご
案
内

護
啓
　
時
下
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
　
こ
の
た
び
　
前
日
泰
祐
氏
に
お
か
れ
て
は
　
永
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
に
つ
く
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
　
秋
の
叙
勲
に
お
い
て

「旭
日
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

ビ
本
人
ご

一
家
は
も
と
よ
り
　
私
ど
も
関
係
者
に
と
り
ま
し
て
も

誠
に
ご
同
慶

の
至
り
に
存
じ
ま
す

つ
き
ま
し
て
は
　
左
記
に
よ
り
祝
賀
会
を
開
催
し
　
慶
賀
の
意
を

表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
何
と
ぞ
ご
臨
席
を
賜
り
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

謹
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剛 平成 29年 2月 19日

但 前田泰祐氏叙勲祝賀会会費

消費税含む
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一金 ¥10,000※

竹内俊夫氏 旭 |1双光章受賞記念祝賀会事務局

事務局長 崎 |‖俊輔
|||

平成 29年 2月 25日
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